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山の緑も色濃くなりアウトドアが楽しくなる季節になりました。近年のキャンプブームからキャンプを 

する人が一気に増えました。キャンプには、「来たときよりも美しく」を基本に、利用者同士が 

気持ちよく過ごすためのマナーがあります。今回は、「キャンプのマナー」についてご紹介します。 

マナーインストラクター部ＨＰです。ぜひご覧ください。 

https://www.nakakita-manner.com/ 

 

次回は 10 月発行予定です 
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自然も人も思いやって、気持ちよくキャンプを楽しみましょう。 

ゴミを放置しない、共有スペースをきれいに使うことはもちろん、他にもこのようなマナーがあります。 

 

◆原則、焚火は焚火台を使いましょう 

地面の上に炉を組んで焚火を行うことを「直火」といいますが、自然へのダメージや山火事への 

延焼、景観への影響などを考慮して禁止しているキャンプ場が増えてきています。 

直火禁止の有無や、薪・灰の処分方法など、キャンプ場ごとのルールを守りましょう。 
 

◆騒音、迷惑行為は禁止です 

トラブルになりやすいのが「騒音」です。 

静かに過ごしたいキャンパー※もいますので、大声・大音量の音楽・花火は気を配りましょう。 

また、自動車のエンジン音やドアの開け閉めの音は、響きやすいので注意が必要です。 

キャンプ場によって異なりますが、ランタンの明かりなどを消して静かに過ごす、【消灯時間】を設けて 

います。（クワイエットタイムとも言う）目安としては、夜 10時から朝 7時頃までです。 
 

◆他人のサイトは横切らないようにしましょう 

サイト※はプライベート空間です。他のキャンパーに不快な思いをさせてしまうだけではなく、 

ロープなどでケガをする恐れもあります。他人の区画には入らないようにしましょう。 

◆オートキャンプ・・・自動車を利用したキャンプスタイル 

◆グランピング・・・・グラマラス（豪華）とキャンピングを合わせた造語で、ホテル並みの 

豪華で快適なサービスが受けられるキャンプスタイル 

◆ソロキャンプ・・・・・誰にも邪魔されない一人の時間を自由に楽しむキャンプスタイル 

◆デイキャンプ・・・・・キャンプ場で寝泊りせずに、日帰りで楽しむキャンプスタイル 

◆バンガロー・・・簡易宿泊小屋。コテージとの違いトイレやキッチンなどがないことが多

い。 

キャンプのマナー 

基礎知識（キャンプの種類） 

※キャンパー：キャンプを楽しむ人 

※サイト：テントを設営するスペース 

https://www.nakakita-manner.com/

